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◆
前
期
試
験（
大
学
卒
業
程
度
）

受
付
期
間
▼
5
月
13
日
㈭
〜6

月
11
日
㈮

※
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分（
土
、日
、

祝
日
を
除
く
）

一
次
試
験
▼
7
月
11
日
㈰

※
二
次
試
験
の
詳
細
は
一
次
試
験
合
格
者
に

通
知
し
ま
す

試
験
会
場
▼
教
育
会
館

試
験
内
容
▼
教
養
試
験
、
性
格
特
性
検
査
、

作
文
試
験

申
込
方
法
▼
試
験
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
総
務
課
人
事
職
員
係
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い

最
終
合
格
発
表
▼
8
月
下
旬

３
０
０
０
円
相
当
を
進
呈

　

５
月
１
日
以
降
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
交
付
申
請
さ
れ
た
方
に
、
３
０

０
０
円
相
当
の
ギ
フ
ト
券
を
進
呈
し
ま

す
。（
令
和
4
年
1
月
31
日
申
請
分
ま
で
）

ギ
フ
ト
券（
①
〜
③
い
ず
れ
か
１
つ
）

①
P
a
y
P
a
y
ギ
フ
ト
カ
ー
ド

②
Q
U
O
カ
ー
ド

③
図
書
カ
ー
ド

※
ギ
フ
ト
券
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

お
渡
し
時
に
併
せ
て
進
呈
し
ま
す

　

市
内
で
の
消
費
拡
大
に
よ
り
、
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
電
子
マ

ネ
ー
決
済
サ
ー
ビ
ス
「
P
a
y
P
a
y
」

を
利
用
し
た
ポ
イ
ン
ト
還
元
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　

市
内
対
象
店
舗
で
の
支
払
い
に

P
a
y
P
a
y
を
利
用
す
る
と
20
％
の

P
a
y
P
a
y
ボ
ー
ナ
ス
を
付
与
し
ま
す
。

※
利
用
で
き
る
店
舗
に
は
下
記
の
ポ
ス

タ
ー
な
ど
が
提
示
し
て
あ
り
ま
す

◆
後
期
試
験
（
高
校
卒
業
程
度
お
よ

び
専
門
職
）

一
次
試
験
▼
9
月
19
日
㈰

交
付
申
請
は
身
近
な
場
所
で

　

左
記
の
場
所
で
交
付
申
請
が
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
▼
市
役
所
窓
口
、
公
民
館
、
図
書

館
、
す
こ
や
か
、
ジ
オ
ア
リ
ー
ナ

出
張
申
請
サ
ー
ビ
ス

　

職
場
や
地
域
団
体
な
ど
に
職
員
が
出

向
き
、
カ
ー
ド
の
申
請
・
受
け
取
り
が
で

き
る
出
張
申
請
を
行
っ
て
い
ま
す
。
顔
写

真
撮
影
も
そ
の
場
で
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

消
費
還
元
期
間
▼

６
月
１
日
㈫
〜
30
日
㈬

付
与
上
限
▼
1
0
0
0
円
／
回

付
与
合
計
上
限
▼
1
万
円

令
和
３
年
度
勝
山
市
職
員
採
用
候
補
者
試
験

問
総
務
課（
市
役
所
２
階
）☎
88
‐
1
1
1
3

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

問
市
民
・
税
務
課（
市
役
所
1
階
）☎
88
‐
8
1
0
2

市
内
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

問
商
工
観
光
・
ふ
る
さ
と
創
生
課（
市
役
所
2
階
）☎
88
‐
8
1
0
5

市からのお知らせ I n f o r m a t i o n

試験区分 事務職

採用人数 3人程度

受験資格 問わない

生年月日
平成4年4月2日～

平成12年4月1日

試験区分 事務職 社会福祉士 消防士

採用人数 1人程度 1人程度
2人程度

（うち、救急救命士
の資格１人程度）

生年月日
平成12年4月2日～
平成16年4月1日

平成4年4月2日～
平成12年4月1日

平成4年4月2日～
平成16年4月1日

※受験資格や受付期間などの詳細は広報かつやま７月号でお知らせします
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市からのお知らせI n f o r m a t i o n

令和３年度の区長さん
 問総務課（市役所２階）　☎88 ｰ 1116

　行政と地区住民の橋渡し役としてご活躍いただく
区長をご紹介します。（敬称略）
◎地区区長会長　○同副会長　☆同理事

勝山地区
元禄 塩見　聡
元町２ 坪内　友幸
元町３(☆) 和田　公男
昭和町１ 油谷精三郎
昭和町２(☆) 今庄　肇
昭和町３ 松村　一
旭町１(☆) 北川　龍男
旭町２ 辰澤　啓治
旭毛屋町 久保　清一
立川町(☆) 中村　真
上　郡 久保　金喜
上袋田(☆) 阿部　光郎
下袋田 山川　龍弥
上　後(○) 南部　信一
中　後(◎) 杉平　信夫
下　後 朝井　直正
上長渕(☆) 西野　誠一
下長渕（○） 織田　吉和
富　田 小林　喜幸
沢　町(☆) 柳原　寛治
芳野町 水谷　丈男

猪野瀬地区
猪野口 帰山　誠
若猪野（○） 小林　治一
高　島 伊藤　新治
西高島 三觜　博信
毛　屋 三屋　俊一
猪　野(◎) 嶋田　泰博
片　瀬 丸山　真寿
片瀬町 森景　八朗
岡横江 鳥山　昌久

平泉寺地区
平泉寺(◎) 中村　敬治
赤　尾 斉藤　雅昭
笹　尾 福田　義一
大　渡 上山　雅弘
壁　倉 山田　晋洋
岩ケ野(○) 南　都志男
大矢谷 山内　一栄
小矢谷 中山　茂治
神　野 牧野　和男
経　塚 中村　昭一
平泉寺町上野 市原　進

村岡地区
滝波町(○) 川原　龍夫
郡　町(◎) 竹内　和徳
五本寺 小林　信二
黒　原(○) 荒井由紀夫
栃神谷 田中　一郎
暮　見 植田　一成
寺　尾 前川　哲弥
浄土寺 木下　一美
長山町 笹木　正二

北谷地区
中　尾 中山　茂一
北六呂師 加藤　英孝
河　合(◎) 斉藤　甚継
木根橋 大山口健治
小　原（○） 杉吉　政巳
谷 田中久明三

野向地区
龍　谷(◎) 松谷　英隆
竹　林 吉元　禎
聖　丸 西出　健一
深　谷 大西　一男
薬師神谷 山内　則人
牛ケ谷（○） 清水　修
北野津又 松井　博文
横　倉 北川　雅敏

荒土地区
松　田 下川　幸蔵
田名部 丹後　禎一
布　市 黒田　和夫
清水島（◎） 多田　治門
北新在家 本多　範行
別　所（○） 大谷　重光
境 山内　善正
戸　倉 谷口　隆次
西ケ原 袖川　源也
新　道 岩倉　治
細野口 水上　俊成
北宮地 田中　金之
堀　名 藪下　光男
中清水 石井　多門
伊　波(○) 境井　義樹
妙金島 齋藤　治一
新　保 道林　卓惠
松ケ崎 村上　正二

北郷地区
西妙金島 乾　一雄
檜曽谷 津田四十四
新　町 平井喜兵衛
志比原 小林　滝夫
上森川 笠松　英一
下森川 松川　隆
東　野(◎) 田中　治和
伊知地 仲谷　傳次
坂東島（○） 笠羽　忠恭
北郷町上野 木下　敏秀

鹿谷地区
保　田 牧野　靖夫
西光寺 林　則栄
北西俣 四方　真二
矢戸口 中道　光男
本　郷(◎) 西川　清之
西遅羽口 伊藤　善祐
東遅羽口 石田　秀夫
杉　俣 壺内　幹夫
志　田 石田　学
発　坂 山内　幸繁
保田出村（○）牧野　英雄

遅羽地区
下荒井 鳥山　義昭
嵭　崎 山根　敏博
大　袋 牧野　栄一
新　道 酒井健一郎
北　山 斎藤佐智雄
蓬　生 桑原　良明
中　島(◎) 松山　滋貞
千代田(○) 石倉　幸徳
比　島 松山　勝彦

お
め
で
と
うござ

い
ま
す

春
の
叙
勲
を
ご
紹
介（順

不
同
）

叙
勲
受
章
者

旭
日
小
綬
章

北き
た
や
ま山

謙け
ん

治じ

さ
ん（
82
）

＝
沢
町
１
＝

　

昭
和
62
年
に
勝
山
市
議
と
な

り
8
期
在
職
。議
長
や
副
議
長
、

産
業
経
済
委
員
会
委
員
長
な
ど

を
歴
任
し
、
長
尾
山
総
合
公
園

の
整
備
な
ど
地
域
の
産
業
振
興

や
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
の
発
足
な
ど

生
活
環
境
整
備
な
ど
に
貢
献
し

ま
し
た
。

旭
日
小
綬
章

安や
す

居い

久ひ
さ
し
げ繁
さ
ん（
78
）

＝
鹿
谷
町
保
田
＝

　

平
成
7
年
に
勝
山
市
議
と
な

り
6
期
在
職
。議
長
や
副
議
長
、

産
業
福
祉
委
員
会
委
員
長
な
ど

を
歴
任
し
、
中
部
縦
貫
自
動
車

道
や
県
道
勝
山
イ
ン
タ
ー
線
な

ど
の
道
路
整
備
の
促
進
や
教
育

と
福
祉
行
政
の
充
実
な
ど
に
貢

献
し
ま
し
た
。
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